
律
宗
戒
学
院
蔵
『
記
録
法
蔵
』
解
題
と
翻
刻

阿
部
美
香

袋
綴
装
一
帖
。
全
二
十
五
丁
。
縦
二
三
・
七
糎
、
横
一
七
・
一

糎
。
二
十
二
丁
目
に
、
折
紙
二
紙
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
は

共
紙
。
表
紙
見
返
下
に
、
本
文
の
一
部
を
四
字
目
の
途
中
ま
で
書

写
し
た
跡
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
反
古
紙
を
利
用
し
た
も
の

で
あ
る
と
知
れ
る
。
表
紙
左
上
に
「
記
録
法
蔵
」
と
外
題
が
墨
書

で
打
付
さ
れ
、
そ
の
下
に
単
郭
円
形
陽
刻
黒
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

中
央
下
に
外
題
と
同
筆
で
「
唐
招
提
寺
尊
栄
」
と
本
書
所
持
者
名

が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
表
紙
右
肩
に
は
「
文
参
拾
七
」「
宗

宝
」、
右
下
に
「
2
0
8
6
2
」
と
印
捺
さ
れ
た
蔵
書
票
、
同
右

上
に
は
「
記
録
部
」
と
記
入
さ
れ
た
蔵
書
票
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
現
在
、
律
宗
戒
学
院
所
蔵
文
書
と
な
っ
て
い
る
（
通
番
0

0
3
8
5
・
紺
箱
3

4
）。

本
書
に
は
、
二
十
二
丁
目
表
に
「
于
時
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）

甲午
七
月
廿
一
日
、
於
招
提
西
二
室
寫
」、
二
十
五
丁
目
裏
に
「
于

時
文
明
六
年
甲午
七
月
廿
五
日
、
於
二
室
寫
之
」
と
い
う
書
写
年
紀

が
あ
る
。
そ
の
後
ろ
に
続
け
て
「
興
禅
院
焼
失
。
文
明
八
年
丙申
五

月
十
七
日
牛
（
マ
マ
）剋
ハ
カ
リ
焼
出
。
同
沙
弥
堂
、
類
火
ニ
遇
日
中
ノ
行
道

七
仏
畧
戒
之
時
分
火
出
。
應
永
三
年
（
一
三
九
六
）
五
月
七
日
大

地
震
佛
閣
僧
坊
悉
破
滅
也
」
と
の
追
記
が
あ
る
が
、
全
体
は
文
明

六
年
七
月
の
書
写
と
見
て
よ
い
。
裏
表
紙
見
返
に
は
、
唐
招
提
寺

第
八
十
世
長
老
北
川
智
毎
淼師
の
識
語
が
あ
り
、
本
書
の
伝
領
の
経

緯
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
文
は
、
智
毎
淼師
識
語
を
除
き
、
す
べ
て
一
筆
で
記
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
本
書
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
折
紙
は
別
筆
で
、
そ
の
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奥
書
識
語
に
は
、「
招
提
寺
教
朝
、
現
光
寺
光
瑞
別
受
ノ
堂
達
ス

ル
時
是
事
也
。
年
預
沙
汰
人
と
も
、
□
執
ノ
僧
ハ
廿
ハ
ク
也
」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
折
紙
は
、
受
戒
、
あ
る
い
は
別
受
（
三
聚
浄
戒

の
う
ち
摂
律
儀
戒
を
受
け
る
こ
と
）
の
次
第
書
と
見
ら
れ
、
唐
招
提

寺
で
実
際
に
用
い
ら
れ
た
記
録
資
料
と
し
て
、
本
書
中
に
挿
入
さ

れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

本
書
は
、
外
題
に
「
記
録
法
蔵
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
種
々

の
記
録
、
例
え
ば
受
戒
・
自
恣
・
受
日
に
関
す
る
経
文
の
抄
出
、

ま
た
律
宗
の
祖
師
南
山
道
宣
の
伝
記
や
戒
牒
、
唐
招
提
寺
の
草
創

や
仏
像
の
造
営
、
仏
事
に
関
す
る
覚
書
な
ど
、
唐
招
提
寺
お
よ
び

戒
律
に
関
し
て
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
記
録
を
抄
出
し
た
抄
物
で

あ
る
。

本
書
は
、
本
文
一
丁
目
冒
頭
に
「
業
疏
一
下

云

」
と
あ
り
、「
記

云
」「
資
持
上
四
云
」「
五
分
云
」「
四
分
ニ
ハ
」
と
抄
出
が
続
い
て

の
ち
、「
師
弟
事
」
と
し
て
、
そ
の
箇
条
題
の
も
と
に
律
宗
関
係

の
経
典
の
抄
出
が
な
さ
れ
て
い
て
、
冒
頭
の
抄
物
も
、
何
ら
か
箇

条
題
の
も
と
に
抄
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
首
部
を

欠
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
本
書
中
に
は
箇
条
題
を

付
さ
な
い
抄
出
が
他
に
も
あ
る
の
で
、
首
部
を
欠
い
た
よ
う
に
見

え
て
、
初
め
か
ら
現
状
の
書
写
形
態
の
書
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。本

書
の
全
体
の
構
成
を
目
録
化
し
て
示
せ
ば
、
以
下
の
よ
う
で

あ
る
（
箇
条
題
が
無
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
括
弧
を
付
け
て
私
に
事
書

し
た
）。

一
、（
不
詳
。
説
戒
に
関
す
る
抄
か
）

二
、
師
弟
事

三
、
持
戒
事

四
、
犯
戒
事

五
、
戒
功
事

六
、
戒
功
事

七
、
南
都
叡
山
戒
勝
劣
事
﹇
笠
置
上
人
御
草
﹈

八
、
南
山
大
師
御
事
﹇
瓊
鑑
章
第
六
在
之
」

九
、（
唐
招
提
寺
草
創
と
、
和
尚
入
滅
の
事
）

十
、
天
台
戒
牒

十
一
、
招
提
寺
別
受
戒
牒

十
二
、（
唐
招
提
寺
の
草
創
、
堂
や
仏
像
の
造
営
、
仏
事
な
ど

に
つ
い
て
の
覚
書
）

十
三
、（
不
詳
。
説
戒
に
関
す
る
抄
か
）

十
四
、
自
恣
事
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十
五
、
受
日
志
趣

十
六
、
唐
招
提
寺
八
所
御
霊
秘
事

十
七
、
興
福
寺
僧
綱
大
法
師
等
誠
惶
誠
悲
謹
言

こ
れ
ら
の
う
ち
、
一
（
箇
条
題
不
詳
）、
二
「
師
弟
事
」、
五
・

六
「
戒
功
事
」、
十
三
（
箇
条
題
不
詳
）、
十
四
「
自
恣
事
」、
十

五
「
受
日
志
趣
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
経
文
か
ら
の
抄
出
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
箇
条
題
不
詳
の
二
つ
の
抄
物
は
、
本
文

中
に
「
説
戒
」「
羯
磨
」
の
文
字
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
説
戒

な
ど
に
関
し
て
の
抄
物
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
不
明
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
、
七
「
南
都
叡
山
戒
勝
劣
事
」、
八
「
南
山
大
師
御
事
」、

十
「
天
台
戒
牒
」、
十
一
「
招
提
寺
別
受
戒
牒
」
は
、
十
七
「
興

福
寺
僧
綱
大
法
師
等
誠
惶
誠
悲
謹
言
」
は
、
既
存
の
記
録
を
聚
め

た
も
の
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
と
同
文
の
書
が
、
い
ず
れ
も

大
日
本
仏
教
全
書
に
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
対
照
を
示
せ
ば
、

次
の
よ
う
で
あ
る
。

七
「
南
都
叡
山
戒
勝
劣
事
」
は
、
笠
置
上
人
貞
慶
草
『
南
都
叡

山
戒
勝
劣
事
』（
一
巻
）
と
し
て
収
録
。

八
「
南
山
大
師
御
事
」
は
、
東
大
寺
沙
門
凝
然
述
『
律
宗
瓊
鑑

章
』（
六
十
巻
）
巻
第
六
に
収
録
さ
れ
た
南
山
大
師
の
伝
に

該
当
。

十
「
天
台
戒
牒
」
は
『
南
都
叡
山
戒
勝
劣
事
』
に
加
え
て
収
録
。

十
一
「
招
提
寺
別
受
戒
牒
」
は
『
南
都
叡
山
戒
勝
劣
事
』
に
加

え
て
収
録
。

十
七
「
興
福
寺
僧
綱
大
法
師
等
誠
惶
誠
悲
謹
言
」
は
、『
興
福

寺
大
法
師
長
寛
元
年
奏
状
』（
一
巻
）
と
し
て
収
録
。

右
の
『
南
都
叡
山
戒
勝
劣
事
』、『
律
宗
瓊
鑑
章
』
巻
第
六
に
つ

い
て
は
日
本
大
蔵
経
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
大
日
本
仏
教
全
書

所
収
『
南
都
叡
山
戒
勝
劣
事
』
に
よ
れ
ば
、
唐
招
提
寺
本
の
奥
書

に
「（
略
）
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
夏
之
初
寫
之
以
好
本
可
考
之

也
。
唐
招
提
寺
能
満
院
義
蓮
。
安
政
三
年
丙
辰
七
月
朔
日
書
寫
之
。

同
八
月
廿
八
日
以
當
寺
尊
栄
書
寫
之
古
本
一
校
了
。
彌
勒
院
法
住

本
常
」
と
あ
る
。
ま
た
『
興
福
寺
大
法
師
長
寛
元
年
奏
状
』
の
奥

書
に
は
「
本
云
于
時
文
明
六
年
甲
午
七
月
廿
五
日
於
二
室
寫
之
。

安
政
三
年
丙
辰
八
月
廿
八
日
書
寫
之
。
法
住
本
常
」
と
あ
り
、
こ

れ
ら
二
書
に
つ
い
て
唐
招
提
寺
弥
勒
院
本
常
が
、
安
政
三
年
（
一

八
五
六
）
に
尊
栄
の
古
本
ま
た
は
文
明
六
年
の
写
本
を
書
写
し
た

と
い
う
経
緯
が
知
ら
れ
、
そ
れ
は
尊
永
識
語
を
付
し
た
文
明
六
年

写
本
で
あ
る
こ
の
『
記
録
法
蔵
』
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、『
記
録
法
蔵
』
は
、
唐
招
提
寺
に
お
い
て
重
要
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と
思
わ
れ
る
記
録
類
を
、
尊
栄
が
修
学
の
た
め
に
書
写
し
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
得
る
。
本
書
の
一
部
は
す
で
に
『
奈
良
六
大
寺
大

観
第
十
二
巻
、
唐
招
提
寺
一
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
本
書
は

唐
招
提
寺
に
お
け
る
修
学
や
書
写
活
動
の
一
端
を
伝
え
る
資
料
と

し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
改
め
て
そ
の
全
文
を
翻
刻
紹

介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

﹇
初
出
﹈

昭
和
女
子
大
学
律
苑
文
化
研
究
会
編
『
律
苑
墨
寶
』
第
一
輯
（
二

〇
〇
〇
年
一
月
）
所
収
「
律
宗
戒
学
院
蔵
『
記
録
法
蔵
』
解
題
と

翻
刻
」。
本
稿
は
こ
れ
を
一
部
訂
し
て
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

凡
例

一
、
で
き
得
る
限
り
底
本
の
姿
を
伝
え
る
よ
う
に
、
段
落
、
改
行
は
底
本
通
り
と

し
、
文
字
の
大
小
に
も
配
慮
し
た
。

一
、
略
字
体
は
通
行
の
文
字
に
改
め
、
旧
字
体
は
可
能
な
限
り
そ
の
ま
ま
と
し
、

明
ら
か
な
誤
字
は
右
傍
に
（
マ
マ
）
と
付
し
、
衍
字
も
同
じ
く
（
衍
カ
）
と

付
し
た
。
脱
字
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
訂
正
し
な
か
っ
た
。

一
、
虫
食
い
は
、
□
で
示
し
、
見
セ
ケ
チ
・
抹
消
の
指
示
あ
る
文
字
は
、
そ
の
指

示
に
従
っ
た
。
ま
た
、
補
入
の
指
示
あ
る
文
字
は
、
指
示
に
従
っ
て
本
文
に

組
み
入
れ
、
文
字
の
傍
に
「
・
」
を
付
し
た
。

一
、
朱
筆
の
文
字
は
﹇

﹈
で
括
り
、
墨
書
と
の
別
を
示
し
た
。
な
お
、
朱
書
の

符
号
等
は
こ
れ
を
省
略
し
た
。

一
、
編
集
上
の
制
限
に
よ
り
、
文
章
が
一
行
に
収
ま
り
切
ら
な
い
場
合
は
次
行
に

続
け
、
改
行
符
号
を
示
し
た
。

一
、
改
頁
ご
と
に
、
丁
数
と
そ
の
表
裏
を
示
し
た
。
折
紙
は
、
そ
の
上
・
下
段
を

示
し
た
。
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記
録
法
蔵

印
唐
招
提
寺
尊
栄

文
参
拾
七

宗
宝

記
録
法
蔵

唐
招
提
寺
尊
栄

｣表
紙

氵
人
女
度

｣表
紙
見
返

業
疏
一
下
云

廣
張
網
自
用
収
惡
縁
怨
漏
天
綱
ニ

方
便
為
ツ
ク
ラ
ン

非
ヲ
及
論
得
魚
ヲ
實
一
目
ナ
リ

記
云
張
網
取
魚
ヲ
得
一
目
ニ
教
制
被シ
ム

物
ニ
犯
ハ
止
一
端
ナ
リ

以
テ
喩
顕
ス
法
ヲ
業
下
一
云

如
佛
説
法
何
慮ヲ
モ
ハ
ン

不
飲知
猶

言
ヘ
リ
諦
聴
々
々
善
思
念
之
ト

此
則
勸
ム
詳シ
ヤ
ウ

ア
キ
ラ
ム

審シ
ン
ヲ
重
説
善
哉
ハ
明
順
法
ニ
重
言
ノ

如
是
ハ
述
セ
リ
即
定
大
聖
尚
爾
況
下
凡
乎
文

｣1
オ

同
云
能
持
無
恵
但
是
集
因
有
恵
不
持
終
歸
魔

業
ヲ
此シ

勉ハ
ケ
マ

持シ
テ

者
ヲ
更マ
ス
〳
〵

如
勝
進ス
ヘ
シ
文

｣1
ウ

三
捻
香カ

ウ

者
供
三
宝
也
唄
匿
ハ
止
断
ト
反
又
云
止
息
壱

請
説
戒
師
維
那
云
大
徳
慈
悲
為
僧
説
戒
ト
云
ヘ
シ

説
戒
師
答
云
此
説
戒
事
正
當
我
作
ト
云
ヘ
シ

説
戒
師
前
後
詞
句

小
比
丘
某
甲
稽
首
和
南
敬
白
衆
僧
々
差
誦
律

恐ク

有
錯
誤
願
同
誦
者
指
授
文

小
比
丘
某
甲
致
敬
衆
僧
足
下
敬
謝
衆
僧
々
差
誦

律
三
業
不
勤
多
有
忘
失
願
僧
慈
悲
施
以
歓
喜
文

｣2
オ

説
戒
師
四
面
礼
僧
巳
互
跪
白
言
布
薩
時
ナ
リ

資
持
上
四
云
明
簡
衆シ
ュ

不
唯
沙
弥
或
ハ
尼
ノ
三
衆
俗
士

瞻
礼
セ
ン
並
須
遣
出
○

不
知
法
但
遣
沙
弥
白ヒ
ヤ
ク

衣
叢

聽
シ
雑
穢
同
聞
ス
深
ク
乖
法
律
極
成
軽
易
悲
夫
文

幷
受
属
受
人
籌
此
与
欲
人
ノ
籌
ノ
事
ナ
リ

次
行
沙
弥
籌
ト
云
ヘ
シ
此
ハ
沙
弥
ノ
籌
ヲ
引
時
ノ
事
ナ
リ

五
分
云
籌
ノ
極
短
ハ
並
ヘ
五
指
ヲ
極
長
ハ
拳
一
肘
極
麤
ハ

不
過
小
指
ニ
極
細
ハ
不
得
減
箸
ハ
シ
ニ
文

四
分
ニ
ハ
舎
羅
此
ニ
ハ
云
籌

｣2
ウ

師
弟
事

師
資
相
攝
篇
云

事
鈔
上
云
佛
法
増
益
廣
大ナ
ル
コ
ト

寔マ
コ
ト
ニ

由
師
徒
相
攝
ニ
互

敦ト
ン

遇
シ
テ
財
法
両
済ウ
ヘ
シ

日ヒ
ヽ
ニ

積
テ
業
深
ク
行
久
シ
テ
徳
因
コ
ト
者
皆

頼ヨ
レ
リ

斯
文
又
云
問
云
何
ヲ
カ
名メ

ウ

師
和
尚
闍
梨

答
此
ニ
無
正
翻
善
見
云・

知
故
是
我
闍
梨
ナ
リ

律宗戒学院蔵『記録法蔵』解題と翻刻

377



論
傳
云
和
尚
ト
者
外
国
ヲ
（
マ
マ
）語

此
ニ
ハ
云
知
有
罪
ト
是
名見論

法
顕
傳
和
尚
○

明
了
論
ニ
ハ
正
本
ニ
ハ
云
優
婆
陀
訶
翻
シ
テ
為
依

學
ト
依
テ
此
人
學ス
ル
カ

戒
定
恵
故
相
傳
シ
テ
云
和
尚
ヲ
為
力
生
ト

｣3
オ

道
力
由ヨ
テ

成
ル
闍
梨
ヲ
為
正
行
ト
能
ク
斜
正
ス
弟
子
行
文

弟
子
ト
者
學
在
リ
我
後
ヘ
名
テ
之
為
弟
従
我
生
ス
名
之

為
弟
文
阿
遮
利
耶
唐
ニ
ハ
翻
教
授
ト
文

事
鈔
上
三
云
時
ニ
有
三
時
従
十
二
月
十
六
日
至
ヲ
四
月

十
五
日
為
春
ト
従
四
月
十
六
日
至
八
月
十
五
日
為
夏ナ
ツ

従
八
月
十
六
日
至
十
二
月
十
五
日
為
冬
文

増
一
阿
含
開
ス
七
反
捨
戒
コ
ト
ヲ
過
ハ
此
非
法
ナ
リ
十
誦
伽
論
ニ

尼
ハ
無
捨
戒
シ
テ

更
得
受
具
文
準
ニ
義
應
得
作
コ
ト
ヲ
下
ノ
二
衆
ト

｣3
ウ

資
持
二
三
云
僧
伽
摩
比
丘
七
反
降
ス
魔
後
更
受

具
シ
テ
得
阿
羅
漢カ
ン

因
ニ
開
七
反
已
外
不
聽
○

女
流
ハ
報

弱ク
シ
テ

無
シ
志
操
佛
初
ニ
許マ
フ
ス
ヲ

度
尚ゼ
ウ

是
曲
開
ナ
リ
何
况
再ニ

受
ヲ
ヤ
文

三
代
者
真
（
マ
マ
）殷
周
也
夏
ハ
建
寅
為
正
殷
ハ
以
丑
月
為
正

周
ハ
以
子
ノ
月
為
正
文

義
疏
云
摩
訶
陀
国
此
ニ
ハ
云
不
害
人
雖
犯
罪
無
刑
ニ

殺
誅
故
云
不
害
文

義
疏
云
王
舎
大
城
外
国
ニ
ハ
云
羅
悦
祇
摩
訶
伽
羅
ト

此
翻
云
王
舎
大
城
ト
羅
悦
祇
此
ハ
反
為
王
舎
ト
摩
訶
云
大□□

｣4
オ

伽
羅
云
城
十
六
国
及
大
城
而
此
城
最
大
故
稱
王
舎

大
城
善
見
毘
娑
（
マ
マ
）娑
云
其
城
縦
廣
三
百
由
旬
有
八
億

万
戸
其
属
王
舎
城
者
有
八
万
聚
落
也

義
疏
云
耆
闍
崛
山
此
云
鷲
頭
山
也
佛
滅
度
後

阿
育
王
見
其
山
頂
似
鷲
使
人
鑿
作
兩
翅
兩
足
及

尾
故
金
如
鷲
鳥
城
山
相
去
凡
十
五
里
文

義
疏
第
一
云
阿
菟
者
翻
為
如
意
亦
云
無
貧
過
去

一
食
施
辟ヒ
ヤ
ク

支シ

佛
十
五
劫
天
上
人
中
受
於
福
樂
最
後
得ト
ク

羅
漢
常
得
如
意
無
有
貧
窮
甘
露
飯
王
之
子
也

｣4
ウ

持
戒
事

義
疏
第
一
云
憍
梵
波
提
者
此
云
牛
呵
無
量
壽
経
云

牛
王
過
去
世
曽
作
比
丘
施
陀
粟
田
邊
摘ト
テ

一
茎
粟
觀

其
生
熟
ス
数カツ
粒
堕
地
五
百
世
作
牛
償
之
今イ
マ

値
尺
迦

得
道
足
甲
似
牛
食
後
猶
呵シ
カ
ム

因
以
為
名
佛
恐
咲
之

得
罪
徒
置
切
（
マ
マ
）利
天
尸
利
沙
樹
下
即
舎
利
弗
上

足
弟
子
解
律
並
於
優
婆
離
佛
滅
度
後
於
天
上

般
涅
槃
也

犯
戒
事

義
疏
第
一
云
畢
淩
伽
婆
蹉
者
此
云
餘
習
亦
言
悪
口
経
曰

佛
在
時
其
人
除
佛
以
下
一
切
比
丘
皆
稱
郷
汝
乃

｣5
オ
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至
罵
恒
河
水
神
佛
因
誡カ
イ

之
自
今
以
後
勿
作
郷

汝
之
言
以
向
尊
長
憶
佛
語
故
遂
便
改
之
其
五
百

世
作
婆
羅
門
故
有
此
慢
習
也

戒
功
事

義
疏
第
一
云
薄
俱
羅
者
此
云
善
容
持
一
不
殺
戒

得
五
百○

死
報
一
釜
煮
不
死
二
熬カ
ウ

盤ハ
ン

不
焦
三
水
不
溺

四
魚
腹
不
爛
五
刀
刃
不
復
経
云
出
家
以
来
八
十
歳
眼

不
視
女
人
面
不
入
尼
寺
亦
不
為
女
人
説
於
一
偈
阿
育

王
歴
諸
塔
供
養
多
有
布
施
至
薄
俱
羅
塔
聞
其

在
世
少
欲
知
足
不
為
女
人
説
一
偈
乃
以イ

一
銭
施
之
塔

遂
不
受
文

戒
功
事

｣5
ウ

義
疏
第
一
婆
沙
云
帝
尺
慳
甘
露
飯
嫉
修
羅
美

女
修
羅
慳
美
女
嫉
帝
尺
甘
露
飯
也

事
鈔
上
一
云
測
思
明
恵シ
テ

冥
會
ス
前
ノ
法
ニ
以
此
要
期
之

心
語○

彼
ノ
妙
法
相
應ス
レ
ハ

於
テ
彼
ノ
法
ノ
上
ニ
有
縁
起
之
義
領

納
シ
テ
在
ク
ヲ
心
名
為
戒
躰
ト
文

涅
槃
云
欲
見
佛
性
證
大
涅
槃
必
須
深
心
修
持
浄
戒
文

花
厳
云
戒
是
無
上
菩
提
本
應
堂歟

具
足
持
浄
戒
若
能ナ
ウ

堅
持
於
禁
戒
則
是
如
来
所
讃
歎
文

地
持
云
三
十
三
相
無
差
別
因
皆
由
持
戒
所
得
若
不
持
戒

尚
不
得
下
賤
人
身
況
復
大
人
相
報
文

｣6
オ

資
持
上
云
佛
本
無
身
全
是
積
功
修
成
功
徳
之
聚
還
以

已
徳
開
楽
群
生
故
名
為
戒
當
知
此
戒
即
是
如
来
故
之

若
我
在
世
無
異
此
也
文

古
迹
云
信
為
入
法
之
本
戒
為
住
法
之
原
文

又
云
六
道
衆
生
但
解
師
語
要
須
先
發
大
菩
提
心
謂

誓
定
取
無
常
菩
提
窮
未
来
際
利
樂
有
情
文

荘
厳
論
云
雖
恒
處
地
獄
不
障
大
菩
提
若
起
自
利
心

是
大
菩
提
障
文

本
業
経
引
云
一
切
菩
薩
凡
聖
戒
盡
心
為
躰
是
故
心

盡
戒
亦
盡
心
無
盡
故
戒
亦
無
盡
心
謂
期
心
若
不

｣6
ウ

放
捨
無
盡
戒
願
無
有
盡コ
ト
〳
〵
ク

犯
無
邊
戒
故
由
此
轉
生

戒
亦
恒
随
運
々
増
長
乃
至
成
佛
猶
如
河
水
月
夜

不
停
運
々
遷
流
自
到
大
海
文

古
迹
云
何
故
諸
佛
蓮
花
為
座
表
佛
雖
在
世
如
不
着
水
文

南
都
叡
山
戒
勝
劣
事
笠
置
上
人
御
草

夫
尋
戒
根
源
ヲ
凡
於
菩
薩
所
修
六
波
羅
密
ニ
戒
波
羅

密
ノ
中
ニ
有
三
種
ノ
不
同
一
者
攝
律
儀
戒
謂
正
ク
遠
離
ス

所
應
離
ノ
法
ヲ
二
者
攝
善
法
戒
謂
正
修
證
應
修
證

法
ヲ
三
者
饒
益
有
情
戒
謂
正
利
樂
一
切
有
情
ヲ
其
中

｣7
オ

第
一
律
儀
戒
者
聲
聞
菩
薩
大
乗
小
乗
共
ニ
受
ル
戒
也
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以
此
律
儀
戒
或
ハ
名
具
足
戒
ト
戒
ハ
名
比
丘
戒
ト
故
方
成
大

小
ノ
比
丘
僧
ト

故
カ
ル
カ
エ

雖
菩
薩
ト
先マ
ツ

受テ

比
丘
戒
ヲ
即
列
ナ
リ
一
比
丘
衆
ニ

其
上ニ

可
受
菩
薩
戒
也
若
菩
提
（
マ
マ
）不
受
比
丘
戒
ヲ
者
是
應
非
比
丘

衆
哉
若
菩
薩
ノ
受
比
丘
戒
名
テ
為
シ
菩
薩
比
丘
衆
ト
若
聲
ノ門

（
マ
マ
）人

受
ハ
比
丘
戒
名
テ
為
聲
門

（
マ
マ
）ノ

比
丘
衆
ト
凡
以
出
家
ノ
形
ヲ
名
僧

宝
ト
即
名
比
丘
僧
ト
設
雖
菩
薩
ナ
リ
ト
不
受
比
丘
戒
ヲ
非
比
丘
僧
ニ

者ハ

属
在
家
人
ニ
誰
云
出
家
僧
哉
故
云
菩
提
（
マ
マ
）僧

云
聲

門
（
マ
マ
）僧
ト
云
凡
夫
僧
是
受
比
丘
戒
故
ニ
立
僧
宝
ノ

名
ヲ
也
而
南
都
具
足
戒
者
即
菩
薩
三
品
戒
波
羅
密

｣7
ウ

中
ノ
律
儀
戒
是
名
比
丘
戒
ト
叡
山
僧
侶
迷
テ
戒
品
ニ
不

受
南ナ
ン

都
比
丘
戒
ヲ
既
以
テ
非
比
丘
僧
可
属
在
家
人
ニ
爰

以
不
空
三
蔵
ハ
年
至
十
三
ニ
雖
受
菩
提
（
マ
マ
）戒
ヲ
後
ニ
受
ク
比

丘
戒
ヲ
鑒
真
和
尚
ハ
十
八
歳
雖
受
菩
提
（
マ
マ
）戒
ヲ
後
廿
一
時
受

具
足
戒
ヲ
聖
武
天
皇
請
行
基
菩
薩
ヲ
雖
受
菩
薩
戒
後
ニ

従
鑒
真
受
比
丘
戒
ヲ
若
南
都
ノ
具
足
戒・

為
聲
門
（
マ
マ
）小

乗

戒
者
不
空
三
蔵
鑒
真
和
尚
聖
武
天
皇
豈
捨
大
乗
ヲ

趣
小
乗
ニ
哉
知
南
都
具
足
者
非
一
向
小
乗
戒
ニ
云
事
凡
東

大
寺
戒
壇
者
月
氏
震
旦
日
域
三
国
共
許
之
法
式
也

聖
武
天
王
以
天
平
勝
宝
六
年
五
月
六
日
於
東
大
寺
ニ

｣8
オ

可
立
戒
壇
之
由
被
下
綸
言
ヲ
之
刻
ミ
大
唐
終
南
山
ノ
道
宣

律
師
ノ
付
法
ノ
弟
子
満
州
融
済
律
師
ノ
同
資
青
龍
寺

鑒
真
和
尚
幷
中
天
竺
曇
無
懺
三
蔵
弟
子
揚

州
白
塔
寺
ノ
沙
門
法
進
此
二
人
和
上
奉
勅
宣
ヲ
中
納
言

藤
原
朝
臣
高
房
ハ
為
行
事
ノ
勅
使
仍
鑒
真

法
進
二
人
ノ
和
上
勅
使
相
共
○位リ

（
マ
マ
）経

ニ
任
テ
圖
ニ
令
建
立

東
大
寺
戒
壇
院
被
寄
二
一・
ケ・
イ・
十
○

国
ヲ
天
平
勝
宝
六
年
ニ

被
造
始
至
于
同
七
年
ニ
速・

疾
ニ
二
箇
年
ノ
内
ニ
被
造
畢

大
唐
終
南
山
ノ
道
宣
律
師
移
天
竺
之
戒
壇
ヲ
鑒
真

即
任
テ
終
山
（
マ
マ
）山
之
戒
壇
ニ
立
南
都
戒
壇
ヲ
畢
法
進
又
同
ク

｣8
ウ

傳
印
土
之
風
儀
ニ
書
戒
壇
之
圖
ヲ
畢
ヌ
非
和
州
ニ
始
タ
ル

戒
壇
ニ
月
氏
震
旦
之
舊
風
也
於
東
大
寺
具
足
戒

誰
可
生
疑
網
ヲ
乎

夫
尋
大
唐
終
南
山
之
戒
壇
ヲ
者
道
宣
律
師
任・
テ
印
土

之
風
ニ
欲
建
戒
壇
ヲ
時
忽
ニ
一
人
聖
人
自
然
ニ
化
現
シ
テ
示
其
戒
壇

之
方
法
ヲ
而
道
宣
不
信
之
處
ニ
沙
弥

来
テ
求
彼
上
人
ヲ
其
時
道
宣
律
師
問
テ
沙
弥
ニ
曰
聖セ
ウ

人
誰
人

哉
沙
弥
答
云
聖
人
是
賓
頭
盧
尊
者
也
此
時
道
宣
律

師
始
聖
(生
カ
)信
ヲ
任
聖
人
告
ニ
堀
地
下
至
水
際
四
角
ニ
各

｣9
オ

有
一
堅
石
高
六
尺
也
件
石
上
ニ
有
銘
此
是
迦
葉
佛
時
ノ
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比
丘
ノ
戒イ

壇
塲
ナ
リ
号
清
官
寺
ノ
戒
壇
ト
云
々
而
ニ
今
東
大
寺
戒

壇
偏
ニ
寫
彼
ノ
儀
式
ヲ
實
ニ
非
同ノ
ミ
ニ

唯
尺
迦
一
佛
之
月
氏

之
戒
壇
兼
写
久
遠
迦
葉
之
法
式
夫
南
都
者
依
大
唐

天
竺
之
舊
儀
ニ
任
前
佛
後
佛
之
遺
跡
ニ
登
壇
受
戒

之
法
式
以
南
都
戒
壇
可
為
本
也
今
延
暦
寺ノ

戒
壇
者
出テ

最

澄
之
新
儀
不
見ヘ

尺
尊
之
正
説ニ

於
印
土
之
中
ニ
者
依ヤ

何ノ

所
圖ニ
カ

至
四
至テ
ハ

之
間
ニ
寫シ
テ

何ノ

国ノ

壇
ヲ
哉
爰
以
昔
弘
仁
ノ
聖
朝
御
時

延
暦
寺
最サ
イ

澄
叡
山
ニ
可
建
戒
壇
ヲ
之
由
雖
経
官
奏
ヲ
諸
寺

僧
侶
不
許
故
ニ
天
判
更
ニ
不
成ナ
ラ

最
澄
終
不
遂
素
懐ヲ

没
畢

｣9
ウ

後
延
暦
寺
別
當
国
道
朝
臣
伺
賢
政
漸
ク
隠・

之
刻
ヲ
得
佛
法

衰
微
之
比
ヲ
重
テ
暦
テ
奏
聞
ヲ
蒙
勅
許
ヲ
之
後
義
真
為

立
叡
山
之
戒
壇
ヲ
謁
南
都
戒
壇
第
九
和
上
常
詮
僧

都
ニ
乞
請テ

東
大
寺
戒
壇
四
角
土
ヲ
籠
テ
叡
岳
戒
壇
ニ

令
建
立
道
塲
ヲ
畢
ヌ
其
傳義
教真
請
文
即
在
東
大
寺

爰
知
ヌ
以
南
都
為
本
戒
壇
ト
以
叡
山
為
末
戒
壇
ト
云
事
何

況
最
澄
者
興
福
寺
ノ
所
司
仁
秀
寺
主
之
門
弟
於
正

倉
院
ニ
受
具
足
戒
ヲ
之
後
大
安
寺
ニ
其
後
登
テ
叡

山
可
立
叡
山
之
由
経
官
奏
之
處
也
次
傳義
教真

者

興
福
寺
東
金
堂
衆
延
修
之
童
子
童
名
即
糸イ
ト

｣10
オ

牛ウ
シ

丸
又
慈円
仁

覺
者
於
東
大
寺
戒
壇
院
受
比
丘
戒
既
於

叡
山
戒
壇
ニ
仰
傳
戒
之
祖
師
ト
最
澄
義
真
等
皆
以
南

都
ノ
門
流
也
争
可
誹
謗
出
家
具
足
之
大
戒
乎
凡
ソ
以

菩
薩
十
重
戒
卌
八
軽
ヲ
為
出
家
大
僧
ノ
戒
ト
事
更
無
聖

教
之
所
説
梵
網
瓔
珞
全
無
ク
其
説
善
戒
地
持
ニ
都

無
彼
文
菩
薩
戒
者
三
界
五
趣
出
家
在ザ
イ

家
通
受
之
戒
也

若
以
此
戒
為
ハ
出
家
戒
者
欲
天
色
天
之
衆
龍
神
鬼
神
之
類ル
イ
・
・

奴
婢
畜
生
之
於ヲ

（
マ
マ
）皆

以
可
為
大
僧
ト
哉
故
以
延
暦
寺
戒

壇
ヲ
為
出
家
之
戒
之
条
甚
以
無
聖
教
誠
説
只
為
功

徳
成
就
雖
授
菩
薩
戒
品
不
可
為
出
家
受
戒
之
作

｣10
ウ

法
者
也
而
延
暦
寺
僧
侶
迷
戒
相
以
菩
薩
戒
ヲ
用
出
家
ニ

之
條
暗
テ
聖
教
之
所
説
更
迷
戒
相
故
也
知
延
暦
寺

僧
侶
非
比
丘
而
着
比
丘
之
衣
ヲ
非
大
僧
ニ
而
居
大
僧

之
位
ニ
豈
非
不
知
戒
律
之
作
法
哉
以
叡
山
戒
壇
可

為
末
戒
云
事
道
理
已
ニ
必
然
也
天
台
門
葉
歸
伏
シ
テ

戒
律
之
根
源
ニ
勿
起
コ
ト
ハ
諍
論
ヲ
矣

南
山
大
師
御
事
瓊
鑑
章
第
六
在
之

高
祖
傳
ハ
道
宣
天
機
英エ

イ

敏ニ
シ
テ

達
悟
利
貞
ナ
リ
隋
ノ
大

業
十
一
年
乙
亥
年
満
二
十
當
日
本
国
人
王
第
三

十
四
代

推
古
天
皇
御
宇
二
十
三
年
従
テ
首
律
師
ニ

｣11
オ
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受
ク
具
足
戒
ヲ
大
唐
武
徳
年
中
ヨ
リ
従
テ
首
聽
ク
律
ヲ
二

十
遍
ヲ
兼・
テ・
通・

経
論
ヲ
博
ク
研
ク
大
小
ヲ
内
外
縁
（
マ
マ
）括
シ
真
俗
該
貫
セ
リ

行
高
ク
安
明
ヨ
リ
徳
濬フ
カ
シ

滄
溟
ヨ
リ
モ
應
ヘ
シ
坐
ヲ
五
濁
ニ
紹
ク
迹
四
依
ニ

五
部
連
ヌ
睴
ヲ
反
テ
光
ヌ
九
代
ヲ
作
テ
鈔
三
巻
ヲ
映
奪シ

古

今
ヲ
製
疏
両
部フ

ヲ
匡
正
ス
是
非
ヲ
義
鈔
尼
鈔
僧
尼

兼
テ
済
冥
證
理
妙
語
妙
窮
シ
テ
幽
邃
ヲ
護
法
興
福

周
盡
シ
テ
無
シ
遺
コ
ト
霊
威
秀
テ
于
千
古
ニ
住
持
盛
ナ
リ
于
万
代
ニ

賛
集
觀
儀
傳
疏
鈔
凡
二
百
余
巻
匠
作
多
端
ナ
リ

弘
通
弥
廣
ナ
リ
玄
奘
翻
ニ
経
ヲ
乃
預
ル
譯
塲
ニ
梵
僧

号
シ
テ
為
ス
真
大
菩
薩
ト
智
首
律
師
判
ス
五
部
衢
ヲ
弘

｣11
ウ

通
草
創
未
通
廣
泊
テ
南
山
大
師
秉
持
之
世
日
本
競
馳

一
行

料
紙

挿
入
｣

通
方
ニ
昌
ニ
弘
ル
曇
摩
ノ
戒
宗
遂
時
ヲ
廣
布
シ
法
正
ノ
律
門

待
テ
縁
ヲ
方
ニ
開
ク
斯
乃
大
師
律
主
秉
御
之
力□

者
也

大
師
律
ハ
則
専
ラ
奉
リ
四
分
ヲ
論
ハ
則
成
ト
攝
ト
二
宗
経
ハ

是
法
花
涅
槃
判
ハ
是
三
觀
教
宗
惣
シ
テ
提
ク
八
万
之

宏
綱
ヲ
別ニ
ハ

居セ
リ

一
宗
之
極
位
ニ
兼
正
弘
通
寔
ニ
有
リ

由
乾・

封・

二・

年・

丁・

卯・

十・

月・

三・

日・

安・

座・
シ・
テ・
而・

卒・
ヌ・
當・

日・

本・

国・

人・

王
三
十
九
代
天
智
天
皇
御
宇
六
年
丁
卯
春
秋
七
十
二

僧
臘
五
十
二

唐
招
提
寺
草
創

天
平
宝
字
三
年
己亥
貞
治

五
年
丙午
マ
テ
六
百
八
年
無
作
者ハ

無
誰
造
作
故
名
テ

無
作

｣12
オ

和
尚
御
入
滅
者
天
平
宝
字
七
年
癸卯
御
年
七
十
六

貞
治
丙午
五
年
マ
テ
ハ
六
百
三
年

天
台
戒
牒

比
叡
山
延
暦
寺
戒
壇
院

奉
請
霊
山
浄
土

釋
迦
牟
尼
如
来
為

和
尚

奉
請
金
色
世
界

文
殊
師
利
菩
薩
為
羯
磨
阿
闍
梨

奉
請
覩
史
多
天

弥
勒
菩
薩
為

教
授
阿
闍
梨

｣12
ウ

奉
請
十
方
一
切
世
界

一
切
諸
佛
為

尊
證

奉
請
十
方
一
切
世
界

一
切
菩
薩
為

同
學
等
侶

奉
請
當
寺

大
徳
律
師
為

傳
授
戒
師

沙
弥

秋
（
マ
マ
）首

和
南

大
徳
足
下

竊
以
無
明
長
夜
戒
光
為
炬
滅
後
木
刄
為
師
所
以
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賊
傳縛
歟

比
丘
脱
草
繫
於
王
遊
乞
食
沙
門
顕
鵝
珠

於
死
後
故
三
觀
佛
乗
結
三
身
於
究
竟
三
種
浄
戒

｣13
オ

開
三
因
於
初
發
但
宿
因
多
幸
得値
遇
歟愚

勝
縁
弃

妄
尋
真
精
祈
戒
品
庶庻
歟

夫
無
上
佛
種
藉
此
敷

榮
塵
勞
稠
林
因
茲
殄

・滅歟
今
契
嘉
元
二
年
四
月
八
日

於
比
叡
山
延
暦
寺
大
乗
戒
壇
院
受
菩
薩
別

解
脱
戒
伏
願
慈
悲
抜
濟
謹
和
南
疏

嘉
元
二
年
四
月
八
日
沙
弥
智
觀
謹
疏

比
丘
今
蒙
悲
済
秉
授
浄
戒
納
法
在
心
福
河
流

注
歟住
伏
乞
現
前
傳
戒
和
上
幸
垂
樂
名
永
為
戒
驗

現
前
傳
戒
和
上
座
主
前
大
僧
正
都
維
那
法
眼
和
尚
位

上
座
法
印
和
尚
位

寺
主
法
眼
和
尚
位

｣13
ウ

招
提
寺
別
受
戒
牒

奉
請唐

招
提
寺
大
徳
慶
円
律
師

訃

奉
請唐

招
提
寺
大
徳
覺
融
律
師

訃

奉
請龍

門
寺
大
徳
照
海
律
師

訃

奉
請

崇
福
寺
大
徳
實
盛
律
師

訃

奉
請

｣14
オ

常
寶
寺
大
徳
覺
秀
律
師

訃

奉
請唐

招
提
寺
大
徳
玄
智
律
師

訃

奉
請遍

照
心
院
大
徳
性
海
律
師

訃

奉
請来

迎
院
大
徳
妙
海
律
師

訃

奉
請極

楽
寺
大
徳
禅
智
律
師

訃

奉
請

｣14
ウ

浄
蓮
花
院
大
徳
尋
恵
律
師

□(訃
）

沙
弥
道
海
稽
首
和
南

大
徳
足
下

竊
以
三
學
殊
途
必
會
通
於
漏
盡
ヲ
五
乗
ノ
廣
運ウ
ン

資
戒
足
以
為
先
是
以
表
戒
務
衆
行
之
津
梁

願
無
願
心
祈
七
支
之
勝
躅
但
道
海
宿
因
多

幸
得
簉マ
シ
ワ
ル
コ
ト

法
門
ニ
未
登
清
禁
夙
夜
尅
悚リ
ツ
ノ

今
契

建
武
元
年
十
月
三
日
於
唐
招
提
寺
戒
壇
院
受

具
足
戒
伏
願
大
徳
慈
悲
戡
濟
少
識
和
南
謹
疏
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建
武
元
年
十
月
三
日

沙
弥
道
海

和
上
傳
燈
大
法
師
位
慶
圓

｣15
オ

戒
壇
堂
達

傳
燈
大
法
師
位
重
海

此
戒
牒
ハ
道
海
之
別
受
之

戒
牒
也

鑒
真
和
尚
御
来
朝

天
平
勝
寶
六
年

唐
招
提
寺
建
立

天
平
寶
字
二
年

唐
招
提
寺
諸
堂
修
理
幷
佛
菩
薩
開
眼
事

金
堂
供
養
事
文
永
七
年
庚
午
四
月
六
日
舞
樂
千
僧
供
等
幷

千
手
開
眼
道

（
マ
マ
）師

實
想

（
マ
マ
）上

人

咒
願
圓
律
上
人

次
講
堂
供
養
建
治
元
年
乙亥
十
一
月
十
四
日
五
日
兩
日

四
分
説
戒
實
想

（
マ
マ
）上

人
羯
磨
圓
律
上
人
答
法
理
性
房

唄
空
印
房

梵
網
説
戒
中
道
上
人
梵
唄
勤
聖
房

｣15
ウ

維
那
良
覺
房
行
事
尭
賢
房

良
忍ニ

ン

房
聖
意
房

了
月
房
五
徳
仙
宗
房

同
十
四
日
夜
於
礼
堂
舎
利
講
一
座
實
想
（
マ
マ
）上
人

伽
陀
良
忍
房
聖
意
房
廻
向
ハ

性光臺
寺
僧

観
房

次
金
堂
薬
師
佛
供
養

弘
安
五
年
壬午
三
月
八
日

導
師
理
性
房
光
臺
寺
長
老
僧
衆
三
百
余
人

次
講
堂
弥
勒
供
養

正
應
壬辰
九
月
十
二
日

道
（
マ
マ
）師

良
觀
上
人
僧
衆
四
百
余
人
尼
衆
二
百
余
人

次
金
堂
尺
迦
佛
供
養

永
仁
二
年
甲午
八
月
十
四
日

導
師
慈
道
上
人
咒
願
證
達
上
人
三
宝

院

千
僧
供
千
帖
袈
裟

引
之

｣16
オ

次
弥
勒
堂
弥
勒
院
エ
移
事

永
仁
元
年
癸巳
正
月ヨ
リ

造
營
之

一
東
僧
坊
造
營

弘
安
六
年
癸未
自
正
月
始
之

幷
礼
堂
同

同
七
年
甲申
成
之
畢

一
戒
壇
興
行

弘
安
七
年
甲申
九
月
十
四
日
五
六
三
ケ
日
受
戒

一
舞
臺
始
造
之

弘
安
八
年
乙酉
五
月
日

一
僧
厠
造
營

弘
安
十
年
丁亥
四
月
日

一
牟
尼
蔵
院
造
營

正
應
元
年
戌子
自・

正・

月・

始・

之・

四・

月・

功・

成・

了・

一
湯
屋
造
營

正
應
四
年
辛卯
四
月
中
成
了
同
五
月
一
日
湯
屋

有
之

始
奉

﹇
乾
元
﹈

一
御
影
堂
造
營

乾
元
々
年
壬寅
自
三
月
十
四
日
始
之

｣16
ウ

同
年
七
月
七
日
上
棟
在
之
壇
厨
子
塗
事
者
延
慶
二
年
金
賜

同
年

一
九
月
念
佛
八
箇
日
初
中
後
ニ
願
文
讀
之
諷
誦
文

過
去
帳
者
毎
日
讀
之
中
日
遺
教
経
講
之

一
精
進
供
事

初
日
松
林
院

第
二
日
大
乗
院

第
三
日
竹
林
院

第
八
日
西
南
院

一
千
燈
會
事

初
日
大
乗
院
第
五
日
東
大
寺

東
門
院

一
精
進
供
下
行
事
初
日
結
願
者
樂
所

第
二
日
庫
院

第
三
日
舎
利
頭
二
人

第
四
日
承
仕

第
五
日
寺
僧

第
六
日
供
僧

第
七
日
加
用

｣17
オ
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一
千
燈
會
臺
廿
脚
一
脚
ニ
五
十
燈
宛
都
合
千
燈
也

一
第
六
日
参
人
ニ
朝
粥
引
之
東
門
院
沙
汰

一
承
仕
二
人
ニ
各
二
斗
五
舛
作
事
舛
定
下
行
之

一
火
燃
一
斗
五
舛
作
事
舛
定
下
行
之

一
講
堂
修
理

建
治
元
年
正
月
よ
り
始
之
同
年
十
一
月

供
養
本
ハ
正
面
ニ
左
右
ニ
柱
二
本
在
之
修
理
之
時
取
之
畢

一
如
意
輪
タ
ラ
ニ
始
行
正
和
三
年
自
正
月
七
日
七
箇
日
夜

供
養
法
在
之
正
和
六
年
ヨ
リ
闕
如
畢

一
服
寺
念
佛
應
量
上
人
御
始
行
自
寛
元
々
年
至

元
應
二
年
都
合
七
十
八
年
本
者
三
月
自
三
月

｣17
ウ

十
八
日
在
之
春
念
佛
依
指
合
四
月
ニ
延
引
之

一
解
脱
上
人
秋
念
佛
御
始
行
建
仁
三
年
癸亥
自

九
月
十
九
日
至
元
應
二
年
百
十
八
年

一
諸
院
家
結
番

承
久
二
年
九
月
十
九
日

一
諸
寺
知
足
坊
勸
進
事
正
元
々
年
自
九
月
至

元
應
二
年
六
十
一
年

一
解
脱
上
人
御
入
滅
建
暦
三
年
二
月
三
日
至
元
應

二
年
百
八
年
建
保
元
年
ニ
ア
タ
ル

解
脱
上
人
者
念
佛
ニ
ハ
十
年
御
結ケ

ツ

縁エ
ン

一
應
量
上
人
自
誓
受
戒
自
嘉
禎
二
年
至
元
應

｣18
オ

二
年
八
十
五
年

一
鉾
立
逆
修
弘
長
三
年
九
月
一
日
圓
律
上
人
御
母
儀
入
滅
同
年

一
正
法
寺
結
界
逆
修
事
建
長
元
年
巳酉
三
月
晦
日

結
界
自
四
月
二
日
尺
迦
念
佛
始
行
之

一
應
量
上
人
通
十
二
御
年
ハ
五
十
七
圓
律
上
人
通
十
夏
ノ

時
ハ
御
年
三
十

一
正
法
寺
最
初
長
老
信
如
房

一
嵯
峨
大
念
佛
始
行
弘
安
二
年
三
月
六
日
ヨ
リ
始
行

縁
覺
上
人
勸
進

一
法
金
剛
院
僧
寺
成
事
弘
安
五
年
縁
覺
上
人
開カ
イ

山

｣18
ウ

業
疏
鰯一云
法
不
孤
建
成
必
在
縁
事
文
下
釈
云
然
法

起
依
人
故
文
同
疏
云
断
除
稊
稗ハ
イ

増
長
嘉
苗
文

稊
音
啼
稗
傍
卦
及
田
中
穢
草
同
云
阿
含
経
云

聞
聲
止
苦
者
凡
業
ニ
有
定
與
不
定
故
苦
有
止
與

不
止
ト
若
シ
作
業
必
定
ス
レ
ハ
聖
シ
所
不
免
不
定
業
云

々
無
縁
則
チ
受
ク

有
飲縁
便
止
ム
罪
者
遇
ヲ
善
為
シ
因
ト
打
者
設マ
ウ
ク
ル
ヲ

願
為
縁
ト

故
ニ
得
聲
ヲ
傳
シ
テ
苦
ヲ
滅
ス
ル
コ
ト
ヲ
自
然
ノ
感
應
ナ
リ
文

抑
汝
等
如
陳
説
受
南
浮
衆
上
之
人
身

遇
西
天
優
曇
之
教
法
誠
是
億
劫
難
遇
之
勝
縁

生
死
解
脱
之
大
慶
也
雖
然
依
年
齢
諸
縁
不
具
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未
無
受
無
願
苾
蒭
之
戒

仍

不
湛
烈
羯
磨
秘
術
之
席

｣19
オ

強
聞
者
成
説
戒
之
障
暫
退
出
道
塲
案
閑
處
身

謹
莫
放
逸
随
三
下
之
作
相
環
来
道
塲
明
忍
以イ

下
之
偈
可
聽
聞
矣

自
恣
事

十
誦
云
云
何ナ
ル
カ

自
恣ト
ス
ル

攝
衆
僧
故
善
惡
相
化ス
ル
カ

故
以テ
ノ

罪
過

如
法
清
浄
故
文

夫
尼
僧
依
僧
自
恣
事
八
敬
ノ
中
ノ
其
一
也
佛
女
人
之
出
家

不
許
給
事
者
若
許
女
人
出
家
正
法
千
年ナ
ル
ヘ
キ
ニ

若

｣19
ウ

度
女
人
減
五
百
歳
ニ
能
行
八
敬
還
復
ヘ
シ
千
年
文

大
衆
上
座
並
黙
然
不
云
見
罪
良
由
尼
内
禁
三
業

外
無
三
事
内
外
清
浄
並
無
𡙇
犯
各
應
如
法
精
勤

行
道
謹
慎
莫
放
逸
如
法
自
恣
文

受
日
志
趣

敬
白
現
前
大
徳
衆
僧
而
言

夫
以
出
家
慕
道

馳
散
非
業

是
以
律
中
三
時
通
制
之
殊
夏
月

制
重
故

有
三
過
故
也
雖
然
縁
事
如
法
時
者シ
ヤ

佛

聽
受
日
出
界
仍
當
寺
安
居
衆
中
某
比
丘
以
三
宝

如
法
縁
欲
受
日
出
界

｣20
オ

方
今
當
寺
安
居
衆
之
中
某
比
丘
以
滅
罪
生
善
之
因

縁エ
ン

受
一
月
之
法
欲
出
界

抑
結
夏
安
居
之
本
制
者ハ

濟
生
利
物
之
厳
制
矣

受
日
出
界
之
軌
則
者

如
来
慈
愍ミ
ン

善
巧
也

雖
然シ
カ
リ

縁エ
ン

事
如
法
之
時
者

佛
受
日
出
界
聽
給

仍
先
可
成
白
衆
僧
一
心
作
法

證
明
給
ヘ

抑
夏
月
安
居
之
禁
息
者
三
国
通
禁
之
佛
制
矣

受
日
出
界
之
軌
則
者
如
来
慈
愍
之
善
巧
也
然

縁
事
如
法
時
者
佛
聽
受
日
出
家
爰
當
寺
安

居
衆
中
某
比
丘
以
滅
罪
生
善
之
因
縁
受
一
月

｣20
ウ

之
法
欲
出
界

夫
羯
磨
成
否
者
依
衆
僧
之
評
量

仍
先
可
成
白
衆
僧
一
心
作
法
證
明
給
ヘ

増
一
経
云
孝
順
供
養
父
母
功
徳
果
報
與
一
生
補
處

菩ホ

薩
功
徳
一
等
文

齋
縁
記
云
罽
膩
吒
王
堕
魚
受
苦
聞
鐘
停
息
遣ル
ニ

告ツ
ケ
テ

長
打
有
斯
ノ
冥
感
故
引
阿
含
彰
ス
其
所
以
猛
心

一
往ニ
シ
テ

始
終
無
間
為
定
業
中
間
微
悔
ス
即
不
定
業
則

果
相
已
就ユ
ク
ス

故
聖ナ
ル
モ

不
免
不
定
則
因
勢
猶
微ナ
ル
カ

故
ニ

｣21
オ

通
壱ス縁
奪
ニ
若
尓
罽
膩
吒
王
ノ
業
ハ
應
不
定
答
引

業
則
定
故
永
堕
魚
中
満
業
不
定
ノ
故
遇
縁
停
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息
ス
罪
者
先
有
善
因
偶
ク
然
ニ
遇
フ
善
ニ
打
者
方

今
願
冥
ニ
通
ス
黨
モ
シ
臨
壱ム此
ノ
務ツ
ト
メ
宣
ク
善
ク
用
心
文
智・

興・

禅・

師・

等・

證・

招
提
寺
八
所
御
霊
秘
事

公
家
御
日
記
如
此

吉
備
大
臣
崇
道
天
王
崇
道
天
王
御
子

伊
予
親
王
伊
予
親
王
御
母

藤フチ
原ハラ
夫ノフ
人ニン

藤ト
ウ

大タ

夫ユ
フ

橘キ
ツ

大タ

夫ユ
フ

文フ
ン

大タ

夫ユ
フ

火
雷
天
神

太
宰
ノ
小
貳
弘ヒ

ロ

継ツ
ク

逸イ
ツ

勢セ
イ

文ブ
ン

屋ヤ
ノ

田タ

麿マ
ロ

拾
芥
抄
云
北
野
ノ
御

事
也

｣21
ウ

天
平
勝
寶
七
年
乙未
鑒
真
戒
法
ノ
久
住
地
尋
三
条
伏
坂

嘗
地
味
自
其
名
甘
述
ト

于
時
文
明
六
年
甲午
七
月
廿
一
日
於
招
提
西
二
室
寫

興
福
寺
僧
綱
大
法
師
等
誠
惶
誠
悲
謹
言

請
被
殊
蒙
天
恩
裁
判
北
岳
ノ
邊
主
僧
褊サ

ミ
シ
法
相
中
宗
ヲ

講
シ
權
シ
權
教
以
東
大
寺
ノ
戒
壇
ヲ
号
ス
ル
小
乗
戒
ト
狂
惑
不

善
事

右
北
岳
ノ
邊
主
ノ
僧
徒
等
訴
申
園
城
寺
ノ
住
僧
等
ヲ
奏
状

稱イ
ハ
ク

薗
城
寺
ノ
三
ケ
ノ
衆
徒
等
ハ
永
捨
天
台
圓
頓
ノ
戒
ヲ
乍

稟
南
都
偏
小
ノ
戒
ヲ
猶
号
テ
天
台
宗
ノ
僧
ト
任
座
主
識

（
マ
マ
）ニ

應
シ

｣22
オ

灌
頂
請
ニ
昇
圓
宗
等
ノ
二
會
ノ
講
床
ニ
補
ス
ル
惣
持
院
ノ

八ハ
ツ

口ノ

阿
闍
梨
ニ
乞
右
謨
檢
ニ
案
内
ヲ
宗
別
シ
権
実
ニ
戒
異

金
石
ニ
是
以
大
唐
ノ
鑒
真
ハ
知
テ
時
ヲ
而
筑（
マ
マ
）

聲
聞
ノ
小
壇
於

南
都
ニ
本
朝
ノ
傳
教
ハ
鑑
テ
機
ヲ
而
弘
菩
提
（
マ
マ
）ノ

大
戒
於
天
台
ニ

是
則
遠
傳
コ
ト
釈
迦
舎
那
之
金
言
ヲ
近
ハ
移
ス
天
台

振
旦
ノ
之
芳
躅
ヲ
等
云

々
今
中
宗
ノ
學
徒
見
此
文
ヲ
為
憤イ
キ
ト
ヲ
リ
ト

不
少
先
ツ
以
法
相
中
宗
ヲ
稱
権
教
之
条
不
可
然
畧
分

又
天
台
圓
頓
ノ
戒
南
都
偏
小
ノ
戒
之
条
先
天
台
円
頓
ノ

教
ト
云
事
是
誰
人
説
哉
凡
天
竺
諸
国
ニ
所
學
ノ

大
乗
教
但
有
二
宗
ノ
ミ
所
謂
三
論
ト
与
法
相
也
又
義
浄

｣22
ウ

三
蔵
ノ
云
天
笠
（
マ
マ
）所

學
大
乗
シ
テ
無
過
二
種□
謂
ク
中
観
与
方
也
云

々

故
知
ヌ
天
笠

（
マ
マ
）ノ

諸
国
ニ
全
ク
不
聞
天
台
宗
ノ
名
ヲ
況
ヤ
及
裏
釈
ニ

哉
次
ニ
南
都
偏
小
戒
之
条
亦
以
不
知
戒
壇
始
生
ヲ
也

其
所
次
者
智
度
論
ニ
云
ク
如
弥
勒
文
殊
等
以
以(衍カ
）溢尺
迦
佛
ニ
ハ

無
壱別
菩
薩
僧
故
入
聲
聞
僧
ノ
中
ニ
次
第
而
坐
ス
云

々
故

尺
迦
法
中
ニ
無
別
ノ
菩
薩
戒
壇
只
三
乗
ノ
諸
子
登ト

一
戒
壇
ニ

受
テ
具
足
戒
ヲ
各
依
自
乗
ニ
修
行
ス
ル
カ
故
也
故
戒
壇

圖
経
ニ
云
祇
薗
精
舎
ニ
有
六
十
五
院
其
中
ニ
立
ツ
二
ノ
戒
壇
ヲ

謂
ク
比
丘
戒
壇
ト
比
丘
尼
戒
壇タ
ン
ト
也
天
笠

（
マ
マ
）ノ

諸
国
ニ
各
有
リ
戒

壇
皆
造
祇
洹
ノ
風
ヲ
振
旦
国
ノ
中
ニ
有
三
百
余
所
ノ
戒
壇

｣23
オ

其
儀
同
祇
洹
ニ
云

々
今
鑒
真
和
尚
来
テ
日
本
ニ
傳
戒

律
ヲ
依
テ
聖
武
天
皇
勅
宣
ニ
移
テ
招
提
寺
戒
壇
ヲ
立
ツ

我
朝
東
大
寺
ニ
所
有
作
法
皆
移
祇
洹
精
舎
ヲ
邊
主
ノ

僧
等
恣
テ
立
テ
菩
薩
戒
壇
ヲ
是
ヲ
謂
圓
頓
ノ
戒
ト
移
シ
テ
何
所
跡
ヲ
哉
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况
言
最
澄
於
叡
山
可
立
戒
壇
ヲ
之
雖
言
上
出
家

南
京
ノ
戒
壇
ヲ
和
上
八
代
七
十
年
之
間
不
許
之
最サ
イ

澄
入
滅
之
後
至
第
九
代
常
詮
和
上
之
時
ニ
慇
懃
ニ

相
誘
テ
始
蒙
聴
許
ヲ
則
乞
請
テ
南
都
戒
壇
四
角

之
土
ヲ
義
真
始
テ
立
ツ
天
台
ノ
戒
壇
ヲ
是
豈
非
南
都
ノ

僧
徒
ノ
恩
顧
ニ
哉
而
應
蒙
恩
顧
ヲ
是
謗
三
乗
ノ
具
足

｣23
ウ

戒
□
稱
ス
偏
小
戒
ト
非
唯
シ
不
知
具ノ
ミ
ニ
兼
テ
亦
誹
謗
具
足

戒
ヲ
既
是
謗
此
之
輩
也
豈
真
仏
子
ナ
ラ
ン
ヤ
哉
倩
以
永

代
計
之
ヲ
今
更
違
背
ス
早
前
ニ
所
乞
清
之
四
角
土

可
返
之
ヲ
若
不
返
送
者
七
大
寺
ノ
学
徒
往
向
北
岳
ニ

可
キ
破
取
之
也
唐
ノ
鑒
真
和
尚
ハ
先
ツ
従
道
岸
律

師
ニ
受
テ
菩
薩
戒
後
従
天
泉
寺
ノ
弘
景
律
師
ニ
受
ク

具
足
戒
ヲ
又
不
空
初
従
金
剛
智
ニ
受
ク
菩
薩
戒
ヲ
後
ニ
ハ

従
南
都
ニ
受
ク
具
足
戒
ヲ
成
苾ヒ
ツ

蒭シ
ユ
ト
云

々
加
之
印
度
ノ

大
論
師
龍
猛
提
婆
等
皆
従
テ
諸
部
ニ
出
家
得
度
シ
テ

如
ナ
ラ
汝
等
カ
僻
見
ノ
者
此
等
ノ
論
師
全
可
非
菩
薩
ニ
歟

｣24
オ

又
汝
等
カ
先
師
傳
教
大
師
者
是
大
安
寺
ノ
行
表
和
尚

之
入
室
ノ
弟
子
也
於
興
福
寺
ノ
正
倉
院
以
仁
秀
寺
主
ヲ

為
師
ト
出
家
得
度
ス
最
澄
受
ク
南
都
偏
小
ノ
戒
是

豈
非
汝
等
祖
師
ニ
哉
又
義
真
圓
仁
圓
珍
圓
澄

良
源
是
等
皆
於
南
京
ニ
登
壇
受
戒
ス
此
等
師
者

汝
等
用
メ
ヤ
何
僧
ト
哉
若
言
聲
聞
僧
ナ
リ
者
何
為
天
台

座
主
ト
哉
若
言
菩
提
（
マ
マ
）僧
ト
者
既
受
ク
偏
小
ノ
戒
ヲ
何
云

菩
提
（
マ
マ
）僧
ト
重
テ
思
先
蹤
ヲ
彼
叡
山
者
是
興
福
寺
ノ
僧

傳
法
院
ノ
杣
山
也
最
澄
乞
請
テ
始
テ
結
草
庵
ヲ
又

最サ
イ

澄セ
ウ

者
同
寺
ノ
仁
秀
寺
主
之
弟
子
也
西
塔
之

｣24
ウ

延
修
者
東
金
堂
之
行ヲ
コ
ナ
ヒ

人
也
義
真
者
延
修
童
子
糸

牛
丸
也
故
知
ヌ
延
暦
寺
者
是
興
福
寺
之
根
本
之

末
寺
也
而
邊
主
ノ
僧
等
忘
テ
本
末
ノ
礼
ヲ
褊
ス
ル
コ
ト
於
本

寺
甚
奇
恠
ノ
事
也
必
可
治
罸
矣
又
遠
傳
ヘ
尺

迦
舎
那
之
金
言
ヲ
近
移
ト
天
笠
（
マ
マ
）振

旦
ノ
之
芳

躅
ヲ
申
条
是
大
狂
惑
也
其
所
以
者
釈
迦
法
中
ニ

全
ク
無
別
ノ
菩
薩
僧
故
天
笠
（
マ
マ
）振

旦
ニ
全
ニ
不
立
別
ニ

菩
提
（
マ
マ
）戒

壇
ヲ
移
ト
天
笠
（
マ
マ
）振

旦
之
芳
躅
ヲ
申
条
是
大
ナ
ル

無
實ジ
ツ

也
於
舎
那
十
戒
者
自
十
八
梵
天
下
シ
至
テ

無
形
二
形
畜
生
等
ニ
得
受
之
此
ハ
是
在
家

｣25
オ

戒
ニ
シ
テ
非
出
家
ノ
戒
ニ
不
言
出
家
ノ
戒
ナ
リ
ト
者
違
涅
槃
経
等
ノ

文
ニ
故
傳
テ
尺
迦
舎
那
之
金
言
不
可
言
立
ト
菩
提
（
マ
マ
）

戒
壇
ハ
云

々

宗
ノ
権
實
等
ノ
余
事
畧
之

長
寛
元
年
四
月
日
興
福
寺
僧
綱
大
法
師
等
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于
時
文
明
六
年
甲午
七
月
廿
五
日
於
二
室
寫
之

興
禅
院
焼
失
文
明
八
年
丙申
五
月
十
七
日
牛
（
マ
マ
）剋
ハ
カ
リ
焼
出

同
沙
弥
堂
類
火
ニ
遇
日
中
ノ
行
道
七
仏
畧
戒
之
時
分
火
出

應
永
三
年
五
月
七
日
大
地
震

佛
閣
僧
坊
悉
破
滅
也

｣25
ウ

此
記
録
書
先
年
傳
領
一
見
之
處
當
山
重
要
記
録
而

無
類
本
珍
書
也
為
寺
史
参
考
證
奉
納
唐
招
提
寺

経
藏
禁
他
出
者
也

但
紙
面
廿
五
葉
也

明
治
四
十
五
年
壬
子
夏
八
月

布
薩
日
識
焉

釈
子
智
毎
淼（
花
押
）

｣裏
表
紙
見
返

折
紙
一

今
日
受
者

一
番

假
名

実
名

寺
号

丶
丶

丶
丶

二
番

丶
丶

丶
丶

已
上
十
八
人

堂
達
讀
上
之
実
名
ト

都
合
ト
ヲ
讀
之

一
内
請
事
着
履
襪

持
扇
念
数

長
老
ヘ
申
案
内
堂
達
引
受
者

参
ス
受
者
一
臈
ヨ
リ
一
人

ツ
ヽ
焼
香
ス
焼
香
了
テ
同

時
キ
立
テ
開
壱テ坐
具
ヲ
上
座

三
人
礼
拜
ス
ヘ
シ
以
下
ハ
不
礼

｣上

次
羯
磨
阿
闍
次
教
授

所
ニ
参
ス
作
法
全
如
先

堂
達
引
導
ス
ヘ
シ

一
次
讀
壱交
名
ヲ
竟
受堂
達
教
之
者
同

時
ニ
立
テ
三
礼

一
羯
磨
師
令
請
和
尚
羯

磨
不
了
前
堂
達
教
令
三
礼

了
胡
跪
合
掌

又
羯
磨
了
同
音
ニ
各
々

持頂
戴

乍
居
一
礼

一
請
羯
磨
了

受
者
持頂
戴

乍
居
一
礼

一
教
授
師
請
了
受
者
頂
戴
持
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乍
居
一
礼

一
請
七
證
師
請
了
受
者

頂
戴
持

乍
居
一
礼

｣下

折
紙
二

一
受
者
ノ
座
所
礼
堂

一
受
者
割
截
七
條
ヲ
反
テ

着
之

一
堂
達
柄
香
呂
受
者
ノ

交
名
ト
ヲ
用
意
ス
ヘ
シ

不
飲持
壱扇
坐
具
香
箱
ヲ
ハ

一
十
師
御
影
堂
ヲ
出
ツ
是

時
堂
達
ハ
引
壱受
者
上

前
ニ
鬘
ノ
南
ノ
端
ヨ
リ
出
マ
シ

西
面
ニ
列
立
ス
北
上

座

十
師

出
壱テ、
集
會
所
望
壱西
室
ノ

ラ
ウ
ニ
堂
達
引
壱受
者
ヲ
講

堂
ノ
南
ノ
庭
ノ
講
師
ノ
座
ノ
前
ニ

列
立
ス
東
上

座

受
者
立

調
ラ
ハ
脱
飲テ履ク
ツ
ヲ
登
飲座
同

時
ニ
問
訊
シ
テ
各
開
壱坐
具

｣上

互
脆
合
掌
シ
テ
奉
飲待
壱

十
師
ヲ
堂
達
ハ
受
者
ノ
一

臈
ヨ
リ
東
ニ
小
北
ヘ
ヨ
リ
西
ニ
向
テ

立
ツ
教
壱受
者
ヲ
十
師
道
塲
ノ

縁
ノ
未
申
ノ
角
ヨ
リ
臂ヒ
チ

折ヲ
ツ
テ

一

兩
人
東
ヘ
望
ミ
下
フ
位
ニ
唱
壱テ

南
無
諸
師
ト
三
礼
五
躰
投

地

一
十
師
次
第
ニ
座
ニ
着
キ
三
礼
畢

此
位
ニ
讀
受
名
ヲ
□
畢
テ

受
者
同
時
ニ
立
テ
三
礼

招
提
寺
教
朝

現
光
寺
光
瑞

別
受
ノ
堂
達

ス
ル
時
是
事
也

年
預
沙
汰
人
と
も

□
執
ノ
僧
ハ
廿
ハ
ク
也

｣下
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